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女性部白糠支部 道外視察研修（沖縄県）

自衛消防訓練を実施（１１月２６日本所にて）

C O N T E N T S



十
一
月
四
、
五
日
の
二

日
間
、
当
Ｊ
Ａ
酪
農
振
興

会
は
、
４
支
部
の
会
員
と

事
務
局
合
わ
せ
十
八
名
の

参
加
者
に
よ
り
、
十
勝
方

面
へ
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

一
日
目
は
、
平
成
二
十

四
年
秋
に
稼
働
を
開
始
し

た
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
加
入
農
家
、
Ｊ
Ａ

全
農
Ｅ
Ｔ
研
究
所
を
視
察

し
、
組
織
の
概
要
や
事
業

内
容
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
施
設
内
を
見
学
し
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
浦
幌
町
の

酪
農
生
産
法
人
㈲
ラ
ン
ド

ハ
ー
ト
を
視
察
し
、
菊
地

泰
広
代
表
か
ら
事
業
概
要

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

会
員
か
ら
質
問
な
ど
が
出

さ
れ
、
二
日
間
に
わ
た
る

研
修
が
大
変
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

釧路丹頂農協酪農振興会視察研修

ＪＡ女性部と昆布森漁協女性部の交流会を実施

漁協内を見学

海の幸を囲んで交流

十
一
月
十
二
日
、
釧
路

町
の
昆
布
森
漁
業
協
同
組

合
で
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
と

昆
布
森
漁
協
女
性
部
と
の

交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。今

年
で
六
回
目
と
な
る

こ
の
交
流
会
に
、
当
Ｊ
Ａ

女
性
部
員
₁₀
名
、
昆
布
森

漁
協
女
性
部
員
₁₄
名
、
関

係
者
６
名
の
計
₃₀
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

女
性
部
一
行
は
、
同
漁

協
の
水
産
施
設
内
で
、
水

揚
げ
さ
れ
た
様
々
な
水
産

物
が
市
場
へ
流
通
す
る
過

程
を
見
学
し
ま
し
た
。

見
学
後
、
昆
布
森
漁
協

女
性
部
員
が
準
備
し
た
新

鮮
な
海
の
幸
を
贅
沢
に
使

っ
た
「
昆
布
の
炊
き
込
み

ご
飯
・
焼
き
が
き
・
秋
鮭

の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
・

鮭
の
汁
物
」
な
ど
の
美
味

し
い
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
員

が
持
参
し
た
自
家
産
の
漬

物
も
好
評
で
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
な
か
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
お
土
産
に

仙
鳳
趾
産
の
美
味
し
い
か

き
や
つ
ぶ
な
ど
を
沢
山
購

入
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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ＪＡ上士幌町ＴＭＲセンターを視察

ＴＭＲセンター加入農家より説明を受ける



ＪＡ女性部白糠支部 念願の道外研修を実施

釧路管内ＪＡフレッシュミズ研修会 開催

十
一
月
十
四
日
、
釧
路

農
業
会
館
で
、
平
成
二
十

六
年
度 

釧
路
管
内
Ｊ
Ａ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
女

性
部
か
ら
五
名
、
管
内
女

性
部
員
計
十
五
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
鶴

居
村
「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト

ラ
ン 

ハ
ー
ト
ン
ツ
リ
ー
」

の
オ
ー
ナ
ー
服
部
佐
知
子

さ
ん
と
、
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
原
千
晶

さ
ん
・
小
野
い
ず
る
さ
ん

が
講
師
と
な
り
、「
ハ
ー

ブ
・
ア
ロ
マ
講
座
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
は
、
ハ
ー
ブ
の
種

類
や
効
能
に
つ
い
て
の
座

学
・
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作

り
・
蜜
ろ
う
ク
リ
ー
ム
作

り
の
三
本
立
て
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
三
種

類
を
飲
み
比
べ
、
ま
た
ハ

ー
ブ
の
効
能
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好

み
の
精
油
を
使
い
ス
プ
レ

ー
を
作
り
ま
し
た
。
蜜
ろ

う
ク
リ
ー
ム
作
り
で
は
、

ビ
ー
カ
ー
に
入
っ
て
い
る

オ
イ
ル
と
蜜
ろ
う
を
湯
煎

し
な
が
ら
浸
剤
を
溶
か
し
、

自
分
好
み
の
ス
プ
レ
ー
と

ク
リ
ー
ム
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む

と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
は
、
琉
球
料

理
や
琉
球
舞
踊
な
ど
を
堪

能
し
、
大
変
有
意
義
な
視

察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
十
二
〜
十
五
日

の
四
日
間
、
当
Ｊ
Ａ
女
性

部
白
糠
支
部
は
、
十
四
名

の
参
加
部
員
に
よ
り
、
か

ね
て
か
ら
計
画
し
て
い
た

沖
縄
県
へ
の
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

沖
縄
本
土
に
降
り
た
っ

た
女
性
部
一
行
は
、
北
海

道
と
の
気
候
の
違
い
に
少

し
驚
く
も
、
青
い
空
と
美

し
い
海
に
囲
ま
れ
た
圧
倒

的
に
美
し
い
景
色
に
感
動

し
つ
つ
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
美
ら
海
水
族
館
で
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
た
綺
麗

な
熱
帯
魚
や
、
イ
ル
カ
シ

ョ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。ま

た
、
沖
縄
の
乳
業
メ

ー
カ
ー
「
宮
平
乳
業
」
を

視
察
し
沖
縄
産
の
牛
乳
を

味
わ
い
、
世
界
文
化
遺
産

登
録
地
の
斉
場
御
嶽
や
首

里
城
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

沖縄の乳業メーカー宮平乳業で工場を視察

ハーブティーの飲み比べ

蜜ろうクリーム作りに挑戦！
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十
二
月
二
日
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

北
海
道
は
鶴
居
村
役
場
で
、
鶴

居
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
１
台
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
贈
呈
は
、
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
が
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十

一
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
取
り

組
み
で
、
今
年
は
道
内
の
Ｊ
Ｒ

と
社
会
福
祉
協
議
会
に
６
台
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
、
Ｊ

Ａ
北
海
道
信
連
・

小
森
邦
寛
釧
路
支

所
長
は
、「
こ
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
り
、

万
一
の
時
に
一
人

で
も
多
く
の
方
が

救
命
さ
れ
る
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。」
と
述
べ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
手
渡
し

た
武
藤
組
合
長
は
、

「
わ
た
く
し
ど
も

の
趣
旨
を
お
く
み

と
り
頂
き
、
当
地
区
で
の
救
命

講
習
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
救
護

室
へ
の
ご
持
参
な
ど
様
々
な
場

面
で
お
役
立
て
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。」
と
趣
意
を
伝
え
ま

し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
受
け
取
っ
た
同
協

議
会
の
鶉
橋
忠
輝
会
長
は
、「
村

に
は
、
₆₅
歳
以
上
の
高
齢
者
が

７
０
０
人
以
上
お
り
、
贈
呈
に

至
る
熱
意
を
理
解
し
、
様
々
な

場
面
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
た
い
。」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
贈
呈
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
上

位
機
種
で
一
般
者
に
も
解
り

や
す
い
音
声
ガ
イ
ド
付
き
に

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
下
で

落
ち
着
い
て
確
実
な
操
作
へ

と
導
く
機
能
が
備
わ
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
今
年
か
ら
新

た
に
発
足
し
た
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

北
海
道
サ
ポ
ー
ト
基
金
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
継
続
実
施
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

十
一
月
二
十
一
日
、
鶴
居

村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
鶴
居

村
交
通
安
全
村
民
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
、
交
通
事

故
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、

釧
路
警
察
署
交
通
課
に
よ
る
、

「
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た

め
に
」
と
題
し
た
講
演
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
交

通
安
全
宣
言
が
行
な
わ
れ
、

交
通
事
故
の
追
放
・
撲
滅
を

誓
い
ま
し
た
。

ＪＡバンク北海道が鶴居村社会福祉協議会にＡＥＤを贈呈

ＡＥＤを受け取る鶉橋会長（左）、武藤組合長（中央）、小森支所長（右）

贈呈されたＡＥＤ

鶴
居
村
交
通
安
全

村
民
大
会
開
催
さ
れ
る
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

今
年
度
産
の
サ
イ
レ
ー
ジ
が
開
封
さ

れ
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。

収
穫
か
ら
サ
イ
ロ
へ
の
貯
蔵
は
う
ま

く
で
き
て
も
、
取
り
出
し
方
で
失
敗
し

て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
変
敗
し
な
い
サ
イ
レ
ー
ジ
の

取
り
出
し
方
法
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
　
サ
イ
レ
ー
ジ
が
変
敗
す
る
要
因

サ
イ
ロ
が
変
敗
す
る
要
因
と
し
て
、

開
封
後
に
サ
イ
レ
ー
ジ
中
に
存
在
す
る

好
気
性
菌
が
動
き
出
す
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

菌
や
酵
母
が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
カ
ビ
を
産
生
し
発
熱
し
ま
す
。（
写

真
１
）
カ
ビ
は
毒
を
産
生
し
、
牛
の
体

調
を
崩
す
要
因
と
な
り
ま
す
。

二
　
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し
方

○
課
題

現
場
で
は
冬
期
間
で
あ
っ
て
も
サ
イ

レ
ー
ジ
が
発
熱
し
て
い
た
り
、
カ
ビ
が

み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

表
面
を
触
る
と
冷
た
く
て
も
、
中
の

温
度
は
高
く
、
変
敗
に
気
づ
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
（
図
１
）

こ
の
例
で
は
放
射
温
度
計
を
使
っ
て
、

表
面
か
ら
奥
に
向
か
っ
て
温
度
を
測
定

し
ま
し
た
。
奥
に
進
む
に
つ
れ
て
発
熱

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
取

り
出
し
面
を
見
る
と
ば
さ
ば
さ
に
な
っ

て
お
り
、
空
気
が
中
に
入
る
取
り
出
し

方
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

○
対
応

取
り
出
し
機
械
に
バ
ケ
ッ
ト
を
使
っ

て
い
る
場
合
は
、
下
か
ら
あ
お
る
よ
う

に
取
り
出
す
と
空
気
が
入
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
上
か
ら
下
に
そ
ぎ
落
と
す
よ

う
に
す
る
と
、
空
気
の
進
入
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
業
時

間
は
伸
び
ま
す
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
サ
イ
レ
ー

ジ
カ
ッ
タ
ー
の
使
用
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。（
写
真
２
）

重
し
は
な
る
べ
く
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
取

り
除
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
重
し
の

タ
イ
ヤ
を
バ
ケ
ッ
ト
で
、
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
奥
の
方
に
押
し
込
ん
で
い
る
事
例
も

あ
り
ま
す
。

三
　
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し
速
度

○
課
題

取
り
出
し
速
度
が
遅
く
て
、
変
敗
す

る
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

・ 

給
与
す
る
頭
数
に
対
し
て
使
用
量
が

少
な
い

・ 

使
用
す
る
サ
イ
ロ
の
数
が
多
く
て
取

り
出
し
量
が
少
な
い

・ 

サ
イ
ロ
の
断
面
が
大
き
す
ぎ
て
奥
に

進
ま
な
い
。（
写
真
３
）

○
対
応

取
り
出
し
の
長
さ
が
一
日
二
０
㎝
以

上
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
使
用

す
る
サ
イ
ロ
の
本
数
、
断
面
の
大
き
さ

等
を
考
慮
し
て
貯
蔵
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

ま
た
、
一
日
の
取
り
出
し
面
が
サ
イ

ロ
の
全
面
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

収
穫
貯
蔵
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質

を
維
持
し
、
変
敗
無
く
給
与
で
き
る
よ

う
是
非
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
作
成
）

4

写真１　サイレージのカビ

図１　内部の発熱状況

写真２　サイレージカッター

写真３　大きすぎるサイロ

サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し

方
法
に
つ
い
て

発
熱
の
程
度
は
外
気
温
よ
り
、

十
℃
以
内
が
目
安
で
す
。



5



■平成26年度 　生乳生産実績（11月）

月計乳量（kg） 11月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,813,193.3 100.7 65,117,095.2 97.8

（ 鶴 居 地 区 ） 2,627,910.2 99.4 21,902,895.6 98.4

（ 幌 呂 地 区 ） 2,040,584.6 99.2 17,303,969.6 97.1

（ 白 糠 地 区 ） 1,685,552.5 101.0 13,758,867.7 95.0

（ 音 別 地 区 ） 1,459,146.0 104.8 12,151,362.3 101.4

管 内 計 41,004,033.0 99.4 347,161,731.5 97.0

（前年度管内計） 41,236,353.1 357,733,052.2

理　事　会　報　告
11月定例理事会　平成26年11月25日（火）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．10月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．�大家畜特別支援資金による借換対象資金に

係る延納利息の減免について

付議事項�
議案第１号　�農協検査指摘事項に対する改善・

対応状況等の報告について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　�個人情報保護に係る内部監査規程

の一部変更について
議案第４号　�草地整備改良事業費の支出につい

て
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．当面の業務日程について

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

辞 令 発 令 氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

平成₂₆年₁₂月１日付 金 森 彰 美 白糠支所 金融共済課金融係 幌呂支所 金融共済課金融共済係

□�この一年、たんちょうだよりの作成につきましては、業務等でお忙しい
中でも快く取材等に応じて頂き、多くの皆様方のご協力により編集が進
みました事をお礼申し上げます。

□�本年も「広報誌たんちょう」をご愛読いただき、誠にありがとうござい
ました。

□�最近の酪農情勢につきましても、酪農業界にとって追い風となるニュー
スばかりではありませんが、来年へ向けた新たな取り組みが既に始まっ
ているものと思われます。来年が皆様方にとりまして、実り多い年とな
ることを心より願っております。
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部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所 販　　　　　売 家畜改良
鶴居・幌呂
白糠・音別

生　　乳 哺育育成
センター

幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　　融 営　　農 鶴居・幌呂 白糠・音別

平成
26年12月24日㈬ 通常業務 通常業務 通常業務

12月25日㈭ 定期市場（初生のみ）

12月26日㈮

12月27日㈯

12月28日㈰

12月29日㈪ 業務納め 業務納め 初生集荷・業務納め

12月30日㈫ 業務納め

12月31日㈬ 業務納め＊

平成
27年1月1日㈭
1月2日㈮ 業務始め＊

1月3日㈯

1月4日㈰

1月5日㈪ 業務始め

1月6日㈫ 業務納め 業務納め 初生集荷・業務始め

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

平成
26年12月24日㈬ 売り出し 売り出し 売り出し

12月25日㈭ （抽選開始）

12月26日㈮ （抽選開始） （抽選開始）

12月27日㈯ 午前のみ＊

12月28日㈰ 年末大売出し 年末大売出し

12月29日㈪ 業務納め 業務納め 業務納め 売り出し 業務納め

12月30日㈫ 業務納め 業務納め

12月31日㈬ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊

平成
27年1月1日㈭

1月2日㈮

1月3日㈯ 業務始め 業務始め＊

1月4日㈰ 業務始め
午後6時まで 業務始め

1月5日㈪ 業務始め 業務始め
午後6時まで 午後6時まで

1月6日㈫ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め

＊午前中のみ営業となります。 営 業 日 休 業 日 １／６㈫は、全業務午後４時までの営業となります。金融ＡＴＭは平常営業をしております。

ＪＡくしろ丹頂　年末年始日程表

◆鶴居地区の皆様へ
・�生産資材に関することは、山村課長 (５２-１４８９)に連絡して下さい。
・�万一、配合飼料が無くなった時は、大松運輸 (57-8388)もしく
はホクレン（岩谷職員 ０９０－７６４２－０７２５）に連絡して下さい。

◆幌呂地区の皆様へ
・�生産資材に関することは、田中課長 (０９０－３１１６－１５０８)に連絡し
て下さい。

・�給油スタンドに関することは、田中課長 （０９０－３１１６－１５０８）に連
絡して下さい。。

・�万一、配合飼料が無くなった時は、全酪連釧路事務所（荒木購
買課長 ０８０－５４７１－３５８２）か（牧瀬職員 ０８０－５４７１－３６８３）に連絡して
下さい。

◆白糠地区の皆様へ
・�生産資材に関することは、田村課長 （自宅２－２６４１　携帯０９０－７６４７

－４５８５）に連絡して下さい。
・�給油スタンドに関することは、給油所（２－２０８４）に連絡して下さい。
・�万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸（０１５４－５７－２７７７）に
連絡して下さい。

◆音別地区の皆様へ
・�Ａコープは１月４、５日は午後６時までの業務となります。
・生産資材に関することは、林課長 （６-２５２９）に連絡して下さい。
・�万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸（０１５４－５７－２７７７）に
連絡して下さい。。

◆人工授精業務、年末年始の対応について
・�12月31日及び1月2日の人工授精業務につきましては、午前9
時30分までの受付分（厳守）対応となりますので、よろしくお願
い致します。

・万一、交通事故が発生した時は、フリーダイヤル (70120-258-931) に電話をして下さい。事故の受付とアドバイスをしてくれます。
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